失語症者用
談話課題の指示
オープンエンドな質問に答えられない参加者の場合、トラブルシューティング質問を活用する。トラブルシューティング質問をしても、セクション1 (自由会話) の第一の質問 (脳卒中の発症と対処)で返答できない参加者の場合、自由会話の第二の質問 (重要な出来事) は省略し、その次のセクション2絵の説明 (壊された窓) に進む。
もし参加者がセクション2絵の説明“割れた窓”に何らかの返答をしたならば、その後の課題を続ける。必要であれば試行順序は変更してよく、できそうなら初めの質問に戻る。もし“割れた窓”への回答が困難な場合(明らかに難しそう) 、トラブルシューティングの最後に紹介してある“終結の質問”をするか、あるいは実験者が適切と思う方法でセッションを終了させる。
トランスクリプト化を容易にするために、実験者の発話 (言葉による促しを含め) は最小限にする。また、言語的促し (ええ、わかりましたetc.) は避け、非言語的促しは最大限に (うなづき、表情、アイコンタクト) したほうがよい。

セクション1：自由会話
いきなり録画を始めず、雑談、インフォームドコンセント、録音の説明や質疑応答などの導入会話から開始する。必要があれば (所属先による) インフォームドコンセントも録画し、続けてプロトコルの1番目を開始 (脳卒中とその対処)する。
開始部

実験者：この参加者の方はインフォームドコンセントに同意し署名して下さっています。

このデータは、失語症研究と教育の目的で使用されます。○の目的では使用されません。

A.脳卒中とその対処

１．「少しお話をしていただきたいのですが。最近の言葉のご様子はいかがですか。」
約10秒たっても無反応の場合、促し：

　「言葉の方はどうですか。」
　　　参加者が十分反応できるようにじっくり聞き、力づける。
もし無反応の場合、トラブルシューティング質問を使う。
２．「脳卒中が起きた時のことを覚えていますか。」
　(「はい」の場合)「どんな風だったか教えていただけますか。」
　(「いいえ」の場合)「そうですか。脳卒中になって、その後、初めに覚えているのはどんなことですか。」

約10秒たっても無反応の場合、促し：
　「脳卒中が起きた日のことを教えていただけますか。」
　　　参加者が十分反応できるようにじっくり聞き、力づける。
もし無反応の場合、トラブルシューティング質問を使う。
自然な相槌を打つ
３．「治療に関して教えてください。治るために何をしましたか。」

約10秒たっても無反応の場合、促し：
「日常生活で何か変わったことはありましたか。」
もし無反応の場合、トラブルシューティング質問を使う。
「さらにいくつかお話していただく課題を続けます。
お言葉の状態について知りたいので、どれにもできるだけたくさん話すようにしてください。」

B.重大な出来事
「今思い出してみると、あなたの人生の中で重大な出来事と言えば何ですか。
いいことでも悪いことでも、また子供時代の事でも最近の事でもかまいません。」
約10秒たっても無反応の場合、促し：
「例えば、どこかへ旅行した事や、ご家族の事、お仕事の事、何でもかまいません。」
　　　無反応の場合、絵の説明に進む。
セクションⅡ：絵の説明
A.割れた窓

「この絵を見てください。」

一連の絵を提示

「この絵を見てみてください。お話になっています。
全部の絵を見て、そのあとはじめから、その次、最後までお話をしていただきます。
絵は見ながら話していただいてかまいません。」

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

　「この絵を見てください (1コマ目を指さす) 。何が起こっていると思いますか？
　教えてください。」
必要なら続いてそれぞれ次の絵でも促し；「ここでは何が起こっていますか？」

どの絵でも、無反応の場合促しを与える；
「この絵について何でもいいので話していただけますか。」
全く何の反応もない場合、トラブルシューティング質問に進む。
B.断った傘
一連の絵を提示

「この絵を見てみてください。お話になっています。
全部の絵を見て、そのあと初めから、その次、最後までお話をしていただきます。
絵は見ながら話していただいてかまいません。」

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

「この絵を見てください (はじめの絵を指さし) 。何が起こっていると思いますか？
教えてください。」
必要なら続いてそれぞれ次の絵でも促し；「ここでは何が起こっていますか？」
どの絵でも、無反応の場合、第2の促し：

　「この絵について何でもいいので話していただけますか。」
全く何の反応もない場合、トラブルシューティング質問に進む。
C.猫の救出
絵を提示

「また別の絵です。何が起きているかよく見て、何がかかれているか教えて下さい。
はじめから、その次、最後までストーリーを話して下さい。」

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

「よく見て (絵を指さして) どの部分でもいいので話して下さい。。」

2発話より少ない場合、第3の促し；

「他に何かないですか。」

全く何の反応もない場合、トラブルシューティング質問に進む。
セクションⅢ：物語説明　浦島太郎
絵本を提示

「次はお話をしていただきます。浦島太郎のお話は聞いたことがありますか？」
「ストーリーは覚えていますか？
絵本を見ていただけば、思い出していただけると思います。
まず絵本を見てください。そのあと本は見ずにご自分の言葉でお話を聞かせて下さい。」

参加者に絵本を見せる (必要があれば頁をめくるのを手伝う) その後、必要なら促し；

「浦島太郎のお話をしてください。
細かい点も含めて、絵本の中になかった場面でも、覚えていることはみんなお話し下さい。」

もし3発話より少なかった場合、あるいは戸惑っているような場合、10秒は待って、促し；「次はどうなりましたか？」または「続けてください。」

参加者が話を終わらせるか、話し終わったのが明らかになるまで継続。

全く何の反応もない場合、トラブルシューティング質問に進む。
セクションⅣ：手続き説明

A.  梅干し入りのおにぎりの作り方

「少し違うことをしましょう。梅干し入りのおにぎりの作り方を教えて下さい。」

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

「もしお腹がすいて、梅干しが入ったおにぎりを食べたいと思ったら、　　　　　　　　どうやって作りますか。」
B.  お茶の淹れ方

「次は、お茶の淹れ方を教えて下さい。」

約10秒たっても無反応の場合、第2の促し：

「もし喉が渇いて、お茶を淹れて飲みたいと思ったら、どうやって淹れますか。」
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